R8.9.16 令和８年度第１回大学等の質保証人材育成セミナー 質保証を「動かす」仕組みを考える  ［演習］日本の情勢に変換した英国の大学における質保証実践例から考える質保証・質向上の糸口 ワークシート
	機能
	自分たちへの問い
	一言でいうと
	自大学の状況
	改善策

	① シグナルを拾う機能
	「気づける」か？
	変化や兆候を早く見つけ、確認すべき場所を絞る
	




	

	② 情報を翻訳する機能
	「読める」か？
	数字や情報の背景・文脈を読み、「何が起きているか」を考える
	




	

	③ 対話を起こす機能
	「話せる」か？
	データを判定ではなく対話の材料にし、課題を自分たちのものにする
	




	

	④ 改善を決める機能
	「決められる」か？
	優先順位、主体、責任・権限を整理し、実行可能な改善を決める
	




	

	⑤ 支援・資源につなぐ機能
	「支えられる」か？
	必要な人・専門性・資源をつなぎ、現場が改善できるようにする
	




	

	⑥ 外の視点を入れる機能
	「開かれている」か？
	学生・外部者の視点を入れ、内向きの思い込みを防ぐ
	




	

	⑦ フォローする機能
	「確かめられる」か？
	改善後の変化・効果を確認し、必要なら修正する
	




	

	⑧ 組織に記憶する機能
	「残せている」か？
	判断・改善・結果を残し、次年度・後任者・他の人が使える知識にする
	




	



